
新たな磁気相図をもつ鉄系超伝導体の発見 

銅酸化物物質における高温超伝導や、電子間の相互作用によって伝導電子の有効質量が自由電子に

比べ数百倍も重くなる「重い電子系」における超伝導など、非従来型超伝導の多くは磁性相が消失した近

傍で超伝導相が現れており、磁性と超伝導の関係を調べることは非従来型超伝導の発現機構を探るうえ

で重要な役割を担っている。 

2008 年に発見された鉄系超伝導体も反強磁性相に隣接して超伝導相が現れるため磁性と超伝導の関

係に注目が集まっている。これまでの研究から、Ba(Fe1-xCox)2As2 や BaFe2(As1-xPx)2 などの“122”系では反

強磁性量子臨界ゆらぎが超伝導と密接に関係している一方、LaFeAs(O1-xFx)などの“1111”系では低エネ

ルギーの磁気ゆらぎと超伝導に相関がないことが報告されていた。このように鉄系超伝導における磁性と

超伝導の関係は系ごとに異なり、また“1111”系では電子ドープされた場合の相図のみが報告されているこ

とから、より一般的な反強磁性と

超伝導の関係を知るために電子

ドープ系以外の“1111”系の相図

を調べる必要があった。 

最近、京都大学と浙江大学の

メンバーからなる研究グループは、

As を等価数の P で置換した

LaFe(As1-xPx)O の詳細な超伝導・

磁気相図を調べ、この物質が

LaFeAs(O1-xFx)とは異なる相図を

示す結果を得た。LaFe(As1-xPx)O

では P 置換によって連続的に反

強磁性が抑制され、超伝導が出

現する x = 0.3 付近に反強磁性

量子臨界点を持つ（図 1(a)参照）。

これは、反強磁性相が不連続的

に消失した後、超伝導相が現れ

る LaFeAs(O1-xFx)の場合（図 1(b)

参照、横軸のスケールの違いに

注意）とは異なり、“122”系と近い

相図である。また、同グループは

さらなる P 置換によって一度消失

した反強磁性相が再び現れるこ

とも明らかにした。この成果は、
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図 1．(a) LaFe(As1-xPx)O の温度 T-P 置換量相図。θは核磁気共鳴

法の核スピン -緩和率から求めた反強磁性 Weiss 温度。 (b) 

LaFeAs(O1-xFx)の温度 T-F 置換量相図。 



号に掲載された。 

同じ LaFeAsO に対して電子ドープと等価数置換で相図が異なること、P 置換によって多彩な基底状態を

示すことは、電子状態のわずかな変化によって磁性と超伝導が入れ替わっていることを示唆しており、今回

の成果は鉄系超伝導の発現機構を解明する上で重要な結果と考えられる。 
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